
№781
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◎新年のごあいさつ　◎新年のごあいさつ　
◎棚倉町議会 新議員を紹介します◎棚倉町議会 新議員を紹介します

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

　
　
今
年
も
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

　
　
今
年
も
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に



観観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
度
に
棚
倉
城
築
城

４
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
は
じ

め
、
様
々
な
観
光
施
策
を
展
開

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
棚
倉
町
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
整
備
事
業
に
掲
げ
る

棚
倉
城
跡
周
辺
道
路
整
備
や
棚
倉

城
下
道
路
整
備
、
馬
場
都
々
古
別

神
社
門
前
環
境
整
備
を
実
施
し
、

観
光
資
源
の
高
質
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

農農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
推

奨
園
芸
作
物
推
進
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
る
イ
チ
ゴ
、
ト

マ
ト
種
子
補
助
に
キ
ュ
ウ
リ
を
加

え
る
な
ど
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
安

定
し
た
経
営
を
行
え
る
よ
う
、
県

や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、

経
済
的
、
技
術
的
な
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
農
地
利
用
の
姿

を
明
確
化
す
る
た
め
地
域
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令令
和
６
年
は
、
第
６
次
棚
倉

町
振
興
計
画
の
最
終
年
度

で
す
。
基
本
理
念
で
あ
る
「
住
民

が
主
役
の
ま
ち
」
、
「
安
心
で
優
し

い
ま
ち
」
、
「
誇
り
と
愛
着
の
も
て

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第
７
次

棚
倉
町
振
興
計
画
や
棚
倉
町
こ
ど

も
計
画
な
ど
、
今
後
を
見
据
え
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
現

在
、
多
く
の
方
々
に
ご
意
見
や
ご

提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本本
年
は
、
辰た

つ

年
で
す
。
龍
が

天
に
登
る
よ
う
に
勢
い
の

あ
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま

の
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、「
チ
ー
ム
た
な
ぐ
ら
」
を
さ
ら

に
上
昇
気
流
に
乗
せ
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

２０２４　 新 年 の      ご あ い さ つ新 年 の      ご あ い さ つ 　 　

謹謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
令
和
６
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行

し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等

が
再
開
さ
れ
、
よ
う
や
く
日
常
を

迎
え
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
年
と

な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
生
活
支
援
、
経
済
対
策
と
し

て
、
８
月
と
12
月
に
「
た
な
ぐ
ら

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
発
行
し
、

町
内
に
お
け
る
消
費
喚
起
と
地
域

経
済
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
、「
高
校
生
等
生

活
応
援
給
付
金
」
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
、
１
人
当
た
り
年
６
万
円
の

給
付
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
に
は
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

か
ら
「
公
式
ホ
ッ
ケ
ー
タ
ウ
ン
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
推
進
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今

回
の
認
定
を
契
機
に
、
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大

や
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

健健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
「
健
幸

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
世
代
が
希
望
と
生
き
が

い
を
持
ち
、
健
康
で
活
動
的
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
各

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

妊
娠
期
か
ら
寄
り
添
っ
た
伴
走
型

支
援
の
充
実
に
努
め
、
子
育
て
家

庭
の
孤
立
・
孤
独
化
を
防
ぐ
な

ど
、
子
育
て
に
寛
容
な
育
児
リ
テ

ラ
シ
ー
（
※
）
を
醸
成
し
「
産
み

育
て
や
す
い
」「
子
育
て
が
楽
し

い
」
と
思
え
る
町
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
生
百
年
時
代
を
安

心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
健
診
受
診
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
気
軽
に

取
り
組
め
る
「
歩
く
」
健
康
づ
く

り
事
業
を
推
進
し
、
楽
し
く
歩
く

こ
と
を
習
慣
化
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
生
活
習
慣
病
や
介
護
の
予

防
に
努
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）
育
児
リ
テ
ラ
シ
ー

　
子
育
て
情
報
を
適
切
に
理
解
、
解

釈
し
て
活
用
す
る
力

教教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継

続
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
学
習
教

材
の
有
効
活
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
学
び
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
は
新
た
に
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す

る
、
こ
ど
も
未
来
応
援
事
業
の
実

施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
文

化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
12
月
の
完
成
を
目
指
し

順
次
改
修
を
行
い
、
よ
り
一
層
の

文
化
芸
術
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

棚倉町長

湯座　一平

－ 2023年の棚倉町 －
　数年ぶりに多くの対面イ
ベントが開催され、笑顔溢
れ賑わいのある１年となり
ました。

１月 　二十歳のつどい　二十歳のつどい ４月 　　たなぐらsakuraマルシェたなぐらsakuraマルシェ ８月 　たなぐら夏まつり　たなぐら夏まつり

10月 　近津秋まつり　近津秋まつり 10月 　たなぐら子どもフェスタ　たなぐら子どもフェスタ

９月 　敬老会 　敬老会 10月 　棚倉秋まつり　棚倉秋まつり
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棚倉町議会�新議員を紹介します棚倉町議会�新議員を紹介します
� (届出順、敬称略）

　12月５日、任期満了に伴う棚倉町議会議員
一般選挙が告示され、立候補届出の受付を行っ
た結果、立候補者が定数と同じ14名であった
ため、無投票による当選が決定しました。
　任期は令和６年１月１日から令和９年12月
31日までの４年間です。

■お問い合わせ
　住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）

産前産後期間の国民健康保険税が減額されます！産前産後期間の国民健康保険税が減額されます！
　令和６年１月から、国民健康保険に加入されていて出産する予定または出産
した方の、所得割額と均等割額の産前産後期間の４カ月間（多胎妊娠の場合は
６カ月間）分が減額されます。

対象となる方
・令和５年11月１日以降に出産される方またはされた方
※妊娠85日（４カ月）以上の出産（死産、流産、早産および人工妊娠中絶の場合も含む）が対象です。

国民健康保険税の減額方法
・�その年度に納める国民健康保険税から、出産予定月（出産月）の前月（多胎妊娠の場合は３カ月前）
から翌々月までの所得割額と均等割額分が減額されます。

減額対象期間
３カ月前 ２カ月前 １カ月前 １カ月後 ２カ月後

単胎の方… 出産(予定)月
多胎の方… 出産(予定)月

※単胎妊娠（出産）の場合は、４カ月相当分が減額されます。
※多胎妊娠（出産）の場合は、６カ月相当分が減額されます。
※産前産後期間の国民健康保険税が０円になるとは限りません。

制度開始時の減額対象期間（例）
令和5年10月 11月 12月 令和6年1月 2月 ３月 ４月

出産月

出産月

出産(予定)月

出産(予定)月

� …減額対象期間

※�令和５年度においては、産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間の分だけ、国民健康保険税が
減額されます。

※国民健康保険税が減額されて納め過ぎになった場合は還付されます。

届出方法
・�制度開始時に、国民健康保険に加入されていて妊産婦医療費受給資格のある方がいる世帯主宛に、12
月下旬に届出書の様式を郵送しています。届出書のすべての事項をご記入の上、医療年金係（③窓口）
に提出してください。
・�出産予定日の６カ月前（妊娠４カ月）から届出ができます。
・�届出書が必要な方は、医療年金係（③窓口）までお越しください。届出様式は、町ホームページか
らもダウンロードできます。

■お問い合わせ　住民課　医療年金係　☎33－2116

古市　泰久（４期）
75歳・八槻

佐藤　喜一（４期）
68歳・流

佐川　裕一（５期）
59歳・新町

高橋みゆき（１期）
53歳・町裏

松本トク子（１期）
74歳・玉野

割栢　義夫（２期）
65歳・小爪

薄井　喜一（１期）
66歳・一色

沼野　将美（１期）
37歳・東中居

藤田　智之（５期）
59歳・清戸作

菊池　忠二（４期）
69歳・花園

小沼　勝弘（１期）
62歳・大梅

和知　裕喜（４期）
74歳・中山本

大竹　盛栄（２期）
58歳・寺山

須藤　俊一（４期）
73歳・堤
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新型コロナワクチン接種がお済みでない方へ

保健福祉センターだより

　新型コロナワクチンの無料での接種は、令和6年３月31日で終了します。
　町で接種できる機会は２月10日㈯までとなっていますので、接種を希望する方は、お早めに下記
までお申し込みください。

■お問い合わせ・お申し込み
　棚倉町新型コロナワクチン専用ダイヤル　☎　0120－567－542

最近食事など、飲み込みにくくなっていませんか？
　お口を動かすためには、「咀

そしゃくきん
嚼筋（動かす力）」や「飲み込む筋肉」が必要です。

　これらの筋肉を鍛えるための体操が「口腔体操」です！
　口腔体操を毎日行うと唾液がよく出るようになります。唾液が出ると、お口が清潔に
保たれ、食べることや飲み込むこと、おしゃべりが楽になります。また、「お口周りに力
がつく」ので、「食べこぼし」や「むせり」などが改善されます。

まだ特定健診・がん検診を受けていない方へ
施設での特定健診・がん検診のお申し込みを受付中です！

検　査　項　目 実施期間 実施医療機関

特 定 健 康 診 査
２ 月 29 日 ㈭ ま で の 平 日
（申込期限：１月 26 日 ㈮）

塙 厚 生 病 院
が  

ん  

検  

診

肺 が ん・ 大 腸 が ん
前 立 腺 が ん ※
子 宮 頸 が ん １ 月 19 日 ㈮ ま で の 平 日

（申込期限：１月 12 日 ㈮）乳 が ん

申込方法　�棚倉町スマート申請システム（パソコン、スマートフォン）、保健福祉センター窓口または
電話にてお申し込みください。

※前立腺がん検診は特定健診とセットでの受診に限ります。
※胃がん検診（バリウム検査）は実施いたしません。
※�詳細については広報11月号に記載していますのでご確認ください。

▲棚倉町スマート申請

システムはこちらから

生活習慣病
予防のために 1日350gの野菜を摂取しましょう1日350gの野菜を摂取しましょう

　野菜には、体の調子を整えてくれるなどの働きがあり、生活習慣病を予防し健康的な生活を維持する
ことや、野菜で減塩することができるといわれています。そのためには１日350ｇを目安に摂取し、ま
ずは、野菜から食べるべジファーストを心がけましょう。
○野菜に含まれる栄養素のはたらき				    　　○350ｇの目安の量

　　○野菜を多く摂取するためのコツ

口口
こうくう

腔腔機能の維持の為にも「口腔体操」を毎日行いましょう！機能の維持の為にも「口腔体操」を毎日行いましょう！フレイル予防

実践してみましょう！

大腸がん検診容器（未使用分）返却のお願い
住民定期健康診査の際に、大腸がん検診の容器が届いた方で、受診
されなかった方は、3月1日㈮までに封を切らずに保健福祉センター
までご返却ください。
※使用期限があるため、次回の検診には使用できません。

インフルエンザ予防接種費用助成について
　子どもおよび高齢者のインフルエンザ予防接種について、助成対象期間が1月31日㈬までとなっ
ています。
　期間後に受けた予防接種は助成の対象となりませんので、早めの接種をお願いします。
　詳しくは、広報10月号または町ホームページをご確認ください。

子育て講座についてご紹介
　町では子育て講座を開催しています。
　今回は「ハーブ&アロマ講座」についてご紹介します。
　子育て中の保護者の方に、ハーブとアロマで癒されて欲しいという思いから
開催し、５組の皆さんが参加しました。
　香りで自分の心と身体の状態を把握する「香りの処方箋」やオリジナルコロ
ン作りのアロマクラフト、食べるハーバリウム作りを行い、皆さんとても癒さ
れた様子でした。
　子育て講座の詳細については、子育てアプリ「たなちゃんすくすくナビ」で
お知らせしていますので、登録がお済みでない方はぜひ登録をお願いします。

　　　　　　たなちゃんすくすくナビ
　　　　　　の登録はこちらから☞

　　　　　　または「たなちゃんすくすくナビ」で検索！

・�生の野菜なら両手いっぱいに乗る
くらい。
・�１食に小鉢２皿の野菜料理を取り入れ
ると、おおよそ350ｇ/日摂取できます。

栄養素 はたらき 主な野菜

食物繊維
お腹の調子を整える
過剰な糖質や脂質の吸収を
抑えてくれる

ごぼう、かぼちゃ
オクラ、カリフラワー

カリウム
ナトリウム（塩分）の排泄
を助けて、正常な血圧に
保ってくれる

さといも、ほうれんそう
ブロッコリー、れんこん

カルシウム 骨や歯の形成に重要な役割
を果たす

小松菜、モロヘイヤ、
チンゲン菜

Bカロテン
（ビタミンA）

免疫機能を維持する にんじん
ブロッコリー

ビタミンC、E、
リコピン、

アントシアニンなど

抗酸化作用により細胞の維
持を助ける
動脈硬化予防

ピーマン、トマト
玉ねぎ、えだまめ

「あいうべ」体操
①「あー」と大きく開く

②「いー」と大きく横に広げる

③「うー」と口をつよく前に突き出す

④「べー」と舌を突き出して下に伸ばす
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お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
１
月
19
日
㈮
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税
・
納
入

　

納
期
限
は
１
月
31
日
㈬
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
７
期

〇
介
護
保
険
料
…
…
…
‥
…
…
４
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
６
期

〇
上
下
水
道
料
金
…
…
１
月
例
月
分

　

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
ま
た
は
地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト
を
利
用
し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。

※�

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
は
、
保
険
料
、

水
道
料
金
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

�

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト 

検
索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
係

　
☎
33

－

２
１
１
９

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
で
棚
倉

町
内
に
お
い
て
償
却
資
産
を
事
業
用

と
し
て
使
用
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

使
用
で
き
る
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず

申
告
が
必
要
で
す
。

〇
申
告
期
限　
１
月
31
日
㈬

〇
申
告
が
必
要
な
償
却
資
産

家
屋
以
外
の
構
築
物

　

�

土
地
に
定
着
す
る
設
備
（
門
、
広

告
塔
、
構
内
舗
装
）
な
ど

機
械
お
よ
び
装
置

　

�

農
業
用
機
械
、
産
業
用
機
械
（
旋

盤
、
ボ
ー
ル
盤
）
な
ど

車
両
お
よ
び
運
搬
具

　

�

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
の
課
税
対

象
を
除
く
構
内
運
搬
具
、
大
型
特
殊

自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
）
な
ど

工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品

　

�

机
、
い
す
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー

機
、
医
療
器
具
、
測
定
工
具
な
ど

〇
注
意
点

・�
農
業
用
機
械
（
乾
燥
機
な
ど
）
も
対
象
で

す
の
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

乗
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
、
田
植
機
等
（
最
高
時
速
35
㎞
以

上
の
も
の
を
除
く
）
は
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
で
あ
る
た
め
、
軽
自

動
車
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

事
業
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
太
陽
光

発
電
設
備
も
申
告
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
固
定
資
産
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
確
定
申
告
が
で
き
ま
す

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
申
告

書
の
作
成
・
送
信
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告 

検
索

申
告
書
作
成
会
場
開
設
の
お
知
ら
せ

　

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
原
則
ご

自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
ご

自
分
で
申
告
書
等
を
作
成
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〇
必
要
な
も
の

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
（
登
録
し
た
２
種
類
の
暗
証
番
号
）

〇
期
間　
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

〇
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

〇
場
所　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

※�

会
場
へ
の
入
場
に
は
、「
入
場
整
理

券
」
が
必
要
で
す
。「
入
場
整
理

券
」
は
会
場
で
の
当
日
配
布
と
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
配

布
状
況
に
よ
っ
て
は
、
後
日
来
場

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

提
出
の
み
の
方
は
、
郵
送
ま
た
は

白
河
税
務
署
（
本
庁
舎
）
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
河
税
務
署

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

７
１
１
１（
代
表
）

　
【
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
】

インフォメーション

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

減
免
を
受
け
て
い
る
車
両
や
、
障
が

い
の
等
級
な
ど
に
変
更
が
な
い
か
を
確

認
す
る
た
め
、「
減
免
を
受
け
た
軽
自
動

車
等
の
現
況
報
告
書
」
の
ご
案
内
を
１

月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
継

続
し
て
減
免
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き

お
よ
び
更
新
に
つ
い
て

　

町
で
は
多
く
の
方
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
未
申
請
の
方
へ
申
請
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
窓
口
で
写
真

撮
影
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
ま
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

住
民
課
（
①
番
窓
口
）
へ
来
庁
ま
た
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
点

・�

保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
保
険
証
の
紐
付
け
が
必
要
で
す
）

・�

従
来
の
印
鑑
登
録
証
を
廃
止
し
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
印
鑑
の
登
録
を

す
れ
ば
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請

発
行
が
で
き
ま
す
。

・�

全
国
の
対
象
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
「
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
納
税
証
明
書
・
所
得
課
税
証
明

書
」
の
発
行
が
で
き
ま
す
。

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）

か
ら
転
出
手
続
き
が
で
き
る
た
め
、

役
場
へ
の
来
庁
が
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転

入
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

ご
不
明
な
点
等
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
住
民
係　

　
☎
33

－

２
１
１
６

災
害
用
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
災

害
用
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
、

災
害
発
生
時
に
避
難
所
に
設
置
し
活
用

す
る
ほ
か
、
導
入
自
治
体
間
で
支
援
し

合
う
「
災
害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
ま
す
。

　

必
要
資
金
の
支
援
を

募
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

※�

１
万
円
以
上
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
お
礼
と
し
て
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
へ

ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
目
標
金
額　
８
０
０
万
円

〇
寄
付
募
集
期
間　
１
月
31
日
㈬
ま
で

〇
寄
付
申
込
先

　

�

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

（
レ
デ
ィ
フ
ォ
ー
）」

か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

�

数
カ
月
間
の
長
期
間
運
用
が
可
能

な
、
安
全
で
衛
生

的
で
機
能
性
の
高

い
緊
急
用
ト
イ
レ

で
す
。

　
（�

参
考
写
真
：

　

 

静
岡
県
富
士
市)

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
住
民
課　
消
防
環
境
係　

　
☎
33

－

２
１
１
６

　

町
で
は
飲
食
店
な
ど
で
生
じ
る
食
品

ロ
ス
を
、
事
業
者
と
行
政
が
協
力
し
て

削
減
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
職
場
や
家
庭
で
も
、「
食
べ
物
を

残
さ
な
い
、
粗
末
に
し
な
い
、
も
っ
た

い
な
い
」
を
心
が
け
、
町
全
体
の
食
品

ロ
ス
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33
―
２
１
１
６

１
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
１
月
９
日
㈫

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
会　
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
１
月
18
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
会　
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
と
は

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは
直接広告主へお願いします。

残さず食べて、食品ロス削減

22
にーまる

0･0･11
いちまる

00･･００
ぜ ろ

運動運動
会食等では、はじめの20分、お開き前
の10分は席で食事を楽しみ、食べ残し
０を目指しましょう！

「もったいない」を心がけ、取り組みに
ご協力ください。

食べきり食べきり
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要
介
護
認
定
者
の
所
得
税
障
害
者
控
除

に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
の
方

の
う
ち
、
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
定

め
る
身
体
障
害
者
に
準
じ
て
い
る
方
に

町
の
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
認
定
証

を
確
定
申
告
の
際
に
提
出
す
る
こ
と

で
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
１
月
下
旬
に

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
係

　
☎
33

－

７
８
０
１

寝
具
類
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　

布
団
や
毛
布
な
ど
、
寝
具
類
の
衛
生

を
保
つ
た
め
に
、
洗
濯
お
よ
び
乾
燥
消

毒
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

〇
対
象
者

①�

65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
で
、
寝
具

類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

②�

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
で
、
寝
具
類

の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

③�

身
体
障
が
い
者
等
で
、
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難
な
方
。
た
だ
し
、
家

族
に
よ
り
衛
生
管
理
が
行
わ
れ
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
。

〇
対
象
寝
具
類

　

１
人
に
つ
き
、
次
の
寝
具
類
を
３
点

ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

　

�

掛
け
布
団
・
敷
き
布
団
・
毛
布
・
二

重
毛
布
・
丹
前
・
羽
毛
布
団
・
羊
毛

布
団
・
か
い
巻
き
・
肌
掛
け

※�

た
だ
し
、
羽
毛
布
団
・
羊
毛
布
団

は
、
そ
の
他
の
も
の
１
点
と
併
せ
て

２
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。

〔
例
〕掛
け
布
団
、
敷
き
布
団
、
二
重
毛
布
の
３
点

　
　

羽
毛
（
羊
毛
）
布
団
、
二
重
毛
布
の
２
点

〇
実
施
日　
預
か
り
…
２
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　

配　

達
…
２
月
22
日
㈭

〇
自
己
負
担　
経
費
の
３
割

〇
申
込
期
限　
２
月
１
日
㈭

〇
申
込
方
法

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ま
た
は
民
生
委
員
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
替
え
の
布
団
が
無
い
方
に
つ

い
て
は
、
無
料
で
布
団
を
貸
し
出
し
ま

す
の
で
、
併
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
係

　
☎
33

－

７
８
０
１

精
神
障
が
い
が
あ
る
方
の
ご
家
族
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
つ

ば
さ
会
（
県
南
支
部
）
で
は
、
福
島
県

委
託
事
業
と
し
て
、
精
神
障
が
い
が
あ

る
方
の
ご
家
族
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ご
家
族
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を
軽

減
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
も

紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
２
月
３
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

〇
場　
所　
白
河
市
表
郷
公
民
館 

第
１
研
修
室

〇
テ
ー
マ　

�「
本
人
も
ご
家
族
も
生
活

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

精
神
障
が
い
に
つ
い
て
学

び
ま
し
ょ
う
」

〇
対
象
者　
精
神
障
が
い
当
事
者
の
ご
家
族
等

〇
参
加
費　
無
料

〇
申
込
方
法　

　
�

１
月
29
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
【
県
南
事
務
局
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ッ
ド
ピ
ア
は
な
わ

　

☎
43

－

２
１
６
０
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）

し
ら
か
わ
地
域
合
同
就
職・企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

し
ら
か
わ
地
域
（
東
白
川
郡
、
白
河

市
お
よ
び
西
白
河
郡
）
に
事
業
所
の
あ

る
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
仕
事
を
お
探
し
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
１
月
23
日
㈫ 

午
後
１
時
～
４
時

〇
場　
所　
東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白
河

〇
そ
の
他　
履
歴
書
不
要
、
予
約
不
要
、
入
退
場
自
由

■
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
係

　
☎
33

－

２
１
１
３

　

産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河　

　
☎
０
２
４
８

－

21

－

７
３
６
１

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

を
開
催
し
ま
す

〇
対　
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

〇
日　
時　
１
月
10
日
㈬ 

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　

(

約
２
時
間)

〇
場　
所　
役
場
３
階　

正
庁

〇
内　
容　

�

基
本
操
作
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

ア
プ
リ
の
便
利
な
使
い
方
等

〇
参
加
費　
無
料

〇
定　
員　
15
名
ま
で
（
先
着
順
）

〇
申
込
方
法　

�

総
務
課
窓
口
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33

－
２
１
１
１

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時

　

２
月
２
日
㈮　

午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　
～
雪
の
お
話
～

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
２
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
～

〇
対
象

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　

お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

〇
そ
の
他

　

29
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー　
☎
57－

５
３
１
０

募
　
　
　
　
集

令
和
６
年
度
学
校
給
食
用
食
材
等
の

物
資
納
入
業
者
登
録
申
請
に
つ
い
て

〇
申
請
期
間　
１
月
９
日
㈫
～
31
日
㈬

〇
申
請
方
法

　

�

給
食
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
棚
倉
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

３
４
３
８

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

11月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

０　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

０　
人

物
件
事
故

27　
件

　

１
月
７
日
ま
で
「
年
末
年
始
の
交
通
事

故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
を
実
施
中

で
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
や
夜
間
に
歩
行

者
が
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
増
え
ま
す
。
運

転
手
は
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
と
速
度
抑
制

を
、
歩
行
者
は
ラ
イ
ト
と
夜
光
反
射
材
の

活
用
に
よ
り
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
の

で
、「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲

む
な
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

１
月
の
教
室
は
、10
日
㈬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

１
月
18
日
㈭
・
24
日
㈬ 

午
後
７
時
～

健
康
吹
矢
教
室
※

毎
週
金
曜
日 

午
前
10
時
～

卓
球
教
室
※

１
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

１
月
18
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

1
月
16
日
㈫
・
23
日
㈫ 

午
前
10
時
～

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
※

１
月
16
日
㈫
・
30
日
㈫ 

午
後
７
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
※

１
月
20
日
㈯ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
※

毎
週
水
曜
日 

午
後
６
時
30
分
～

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
※

１
月
11
日
㈭ 

午
前
10
時
～

キ
ッ
ズ
教
室
※

１
月
11
日
㈭
・
25
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

１
月
19
日
㈮
・
26
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－

３
１
６
０

２
月
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�インフォメーション

棚
倉
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
３
作
品
募
集

〇
テ
ー
マ
「
あ
な
た
が
広
め
た
い
棚
倉
町
の
魅
力
」

　

令
和
５
年
中
に
棚
倉
町
内
で
撮
影
し

た
、
み
ん
な
に
広
め
た
く
な
る
景
色
、

イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
な
ど
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〇
部
門　
プ
リ
ン
ト
部
門

　
　
　
　

イ
ン
ス
タ
部
門

〇
募
集
期
間　
１
月
19
日
㈮
ま
で 

　

※
プ
リ
ン
ト
部
門
は
同
日
必
着

〇
賞　

�

観
光
協
会
長
賞
、
優
秀
賞

　
　
　

そ
の
他
各
賞

〇
審
査

　

�

２
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
審

査
結
果
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
す
る
ほ
か
、
入
賞
者
へ
通
知

し
ま
す
。

〇
応
募
条
件

部
門
共
通
事
項

・�

令
和
5
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の

期
間
に
町
内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

・�

応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
他
コ
ン
テ
ス
ト
に

受
賞
し
た
作
品
、
応
募
中
の
作
品
は

無
効
と
し
ま
す
。

・�

応
募
方
法
の
詳
細
を
チ
ラ
シ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
の
上
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

・�

入
賞
は
1
人
１
点
で
す
。

プ
リ
ン
ト
部
門

〇
規
格

　

�

サ
イ
ズ
は
、
四
つ
切
サ
イ
ズ
（
２
５
４

㎜
×
３
０
５
㎜
）、
ワ
イ
ド
四
つ
切

サ
イ
ズ
（
２
５
４
㎜
×
３
６
５
㎜
）、

Ａ
４
サ
イ
ズ
（
２
１
０
㎜
×
２
９
７

㎜
）
の
プ
リ
ン
ト
写
真
。

〇
応
募
方
法

・�

写
真
の
裏
に
応
募
票
を
貼
り
、
郵

送
、
持
参
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

・�

応
募
票
は
、
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
チ
ラ
シ
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。
な
お
、
チ
ラ
シ
は
、
町
内
の
公

共
施
設
や
観
光
地
な
ど
に
設
置
し
て

あ
る
ほ
か
、
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・�
応
募
は
１
人
３
点
ま
で
。（
入
賞
は

１
人
１
点
）

イ
ン
ス
タ
部
門

〇
応
募
方
法

・�

棚
倉
町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

「enjoy_tanagura_town

」
を
フ
ォ

ロ
ー
し
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
棚
倉

フ
ォ
ト
コ
ン
２
０
２
３
」
を
付
け
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
欄
に
撮
影
場
所
（
イ

ベ
ン
ト
名
）、
撮
影
し
た
日
付
を
記

入
し
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

投
稿
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

１
回
の
投
稿
に
つ
き
１
枚
の
作
品
を

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。（
入
賞
は
１

人
１
点
）

　
棚
倉
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

検
索

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
棚
倉
町
観
光
協
会
（
地
域
創
生
課
内
）

　
☎
33

－

７
８
８
６

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　

愛
宕
平
団
地(

２
号
棟
２
階
）　

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

　
（
平
成
10
年
建
築　

中
層
耐
火
４
階
建
）

　

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
１
台
分
有
（
料
金
は
別
途
）

〇
申
込
期
限　
１
月
15
日
㈪

　

午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　
２
月
１
日
㈭

〇
そ
の
他

　

・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な

ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
を
幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
特
に
、
女
性
の
皆

さ
ま
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
対
象
者

　
�

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

〇
申
込
方
法

　

�

事
務
所(
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
公
益
社
団
法
人
棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
３
２

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室
・
大
会
参
加
者
募
集

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

〇
日　
時　
１
月
24
日
㈬
、
31
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

〇
場　
所　
棚
倉
中
学
校
体
育
館

〇
対
象
者　
町
民
お
よ
び
町
内
在
勤
者

　
（
児
童
・
生
徒
は
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

〇
申
込
期
限　
１
月
19
日
㈮

町
民
総
体
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

〇
日　
時　
２
月
７
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

〇
場　
所　
棚
倉
中
学
校
体
育
館

〇
チ
ー
ム
構
成　
１
チ
ー
ム
５
人
以
上

　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
女
性
２
人
以
上
）

〇
参
加
資
格　
町
民
お
よ
び
町
内
在
勤
者

　
　
　
　
　
　
（
18
歳
以
上
）

〇
申
込
期
限　
１
月
31
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
棚
倉
町
総
合
体
育
館　

　
☎
33

－

３
１
６
０

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

東
京
棚
倉
会
の
会
員
募
集
中
で
す

　

東
京
棚
倉
会
は
、
首
都
圏
在
住
の
棚

倉
町
出
身
者
、
棚
倉
町
ゆ
か
り
の
方
で

組
織
し
、
現
在
約
１
２
０
名
の
方
が
入

会
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、
東
京

で
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

た
な
ぐ
ら
を
毎
月
お
届
け
す
る
ほ
か
、

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
宿
泊
料
な
ど
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

新
た
に
入
会
い
た
だ
い
た
方
に
、
棚
倉

産
の
お
米
10
㎏
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
年
会
費　
３
、０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
東
京
棚
倉
会
事
務
局
（
地
域
創
生
課
内
）

　
☎
33

－

２
１
１
２

自
衛
官
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

〇
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

〇
受
付
期
間　

�

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
試
験
期
日　

�

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
試
験
会
場　

�

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
申
込
方
法　

　

�

左
記
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※�

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
入
隊
後
約
３

カ
月
間
、
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
必

要
な
基
礎
を
学
び
、
教
育
後
正
式
に

自
衛
官
に
任
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

０
３
７
２

水道管の凍結・破裂にご注意ください
　水道管の凍結を防止するため、不凍栓（水抜栓）などで水道管内の水抜きを行い、蛇口・水道管
に保温材やヒーターを取り付けるなど、凍結対策を心がけましょう。

冬期間の休日等水道修繕工事当番表
２　　月

３㈯ ㈱金沢総合設備 ㈱キコー棚倉営業所
４㈰ ㈱ コ バ ヤ シ 緑川建材工業㈱
10㈯ ㈱カンスイ棚倉支店 ㈲パルクリエイト
11㈰ 松本電化設備㈱ 白坂水道工業所
12㈪ ㈲藤田水道工業 ㈲ 大 野 商 店
17㈯ ㈱金沢総合設備 藤田建設工業㈱
18㈰ ㈱ コ バ ヤ シ ㈱ 藤 田 組
23㈮ ㈱カンスイ棚倉支店 ㈱ 田 村 組
24㈯ 松本電化設備㈱ 水谷工業㈱棚倉営業所
25㈰ ㈲藤田水道工業 森 本 建 設 ㈱

町内指定給水装置工事事業者
事業者 電話番号 事業者 電話番号

㈱カンスイ棚倉支店 ☎３３－３３１５ ㈱ 藤 田 組 ☎３３－３２４４
㈱ コ バ ヤ シ ☎３３－６６６１ フジ住設工業 ☎３３－４０１８
松本電化設備㈱ ☎３３－４３０７ ㈱ 田 村 組 ☎３３－５７１４
㈱金沢総合設備 ☎３３－５１２６ 水谷工業㈱棚倉営業所 ☎３３－２３０８
㈲藤田水道工業 ☎３３－２１４９ 緑川建材工業㈱ ☎３３－６５２５
㈲ 大 野 商 店 ☎３３－２５０４ 森 本 建 設 ㈱ ☎３３－４５３５
白坂水道工業所 ☎３３－４５６１ ㈱神林建設棚倉営業所 ☎３３－５９４１
㈲パルクリエイト ☎３３－６２３６ ㈱キコー棚倉営業所 ☎３３－７１１１
藤田建設工業㈱ ☎３３－２２８１ 金 澤 風 呂 店 ☎３３－２８２８

■お問い合わせ　
　上下水道課　上水道係　☎33－2119

インフォメーション
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まちの話題

　第35回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）が開催され、スタートの白河市総合運
動公園陸上競技場からゴールの福島県庁前までの96.3kmを16名のランナーがタスキをつなぎました。
　棚倉町チームは5時間47分12秒でゴールし、総合26位（町の部11位）となりました。昨年の総合
36位から順位を10位上げる健闘で、２年連続「敢闘賞」を受賞しました。

▶  ２年連続ふくしま駅伝で「敢闘賞」

月11
日19

掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

■お問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター）
　☎ 33－0111　FAX 33－9611

第46回秋の文化祭を開催しました
　日頃の活動成果を発揮する「第46回秋の文化祭」が、10月から11月までの約２カ月間にわたっ
て町立図書館をメイン会場に開催されました。
　町の文化団体連絡協議会に所属する各団体を中心に、それぞれ作品展示や舞台発表、大会が行わ
れ、芸術の秋にふさわしい催しに、訪れた人たちは、作品・舞台に見入ったり拍手を送ったりと、
文化祭を堪能していました。

　長年の献血活動が高く評価され、トヨタカローラ
福島棚倉店に公衆衛生事業功労知事感謝状が授与
されました。同店の献血活動は20年以上を数
え、周辺住民および社員に計画的に呼びかけを行
い、毎回安定した献血者を確保したことにより、
今回の感謝状授与となりました。

　「第40回福島県更生保護大会」において、塩田
トミ子さん（関口）に東北地方更生保護委員会委
員長感謝状、草野和子さん（堤）に福島保護観察
所長感謝状がそれぞれ授与され、町長に喜びを報
告しました。また、五江渕敦さん（富岡）が東北
地方更生保護委員会委員長表彰を受彰されました。

月11
日30

▶ 
長
年
の
献
血
活
動
を
評
価

月11
日24

▶ 
更
正
保
護
活
動
に
貢
献

　地域のラジオ体操の普及促進に尽力・貢献したと
して、山口昂太郎さん（逆川）が2023年度ラジオ
体操優良団体等表彰福島県表彰を受彰しました。山
口さんは、長年にわたり郡内で広くラジオ体操の指
導を行っているほか、ご自身も１年を通じて毎日欠
かすことなくラジオ体操を実践しているそうです。

　棚倉町消防団による火災予防夜警開始式が役場
南側駐車場で行われました。式では消防車両28
台が出動し、第２分団第２班の石井進太郎班長が
夜警開始を宣誓しました。

月12
日５

▶ 
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
尽
力

月12
日1

▶ 
「
火
の
用
心
」で
火
災
ゼ
ロ
へ

　冬休み期間中（12月23日～１月８日）、夕方４
時前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無線
は、近津小学校６年穂積空

そら
さんが担当しています。

　穂積さんは「緊張したけど、お家で練習した成
果が出せて良かった」と話してくれました。

　満百歳の誕生日を迎えられた鈴木トクさん（古町）
の、百歳賀寿贈呈式が行われました。式では、町、
県、棚倉長寿会連合会、棚倉第三長寿会からそれぞ
れ賞状と記念品、医療法人久慈会から記念品が贈呈
され、長寿を祝いました。鈴木さんの長寿の秘訣は
「好き嫌いなく食べること」だそうです。

月12
日11

▶ 
お
う
ち
へ
帰
る
時
間
に
な
り
ま
し
た

月12
日11

▶ 
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
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インターンシップ（就業体験）を行いました
　11月８日㈬～ 10日㈮、２学年の生徒が、棚倉町をはじめとする東白川郡、石川郡、白河市、西白河郡
内の企業や事業所等でインターンシップを行いました。事前に目的や心構え等について学んだ後、３日間
のインターンシップに臨みました。
　生徒たちは、インターンシップを通して、地域のさまざまな産業に直接触れたことで、視野を広げ、地
域社会との関わりの重要性を学ぶことができました。この貴重な経験を、高校卒業後の進路の決定へとつ
なげていってほしいです。
　受け入れていただきました企業・事業所の皆様には深く感謝申し上げます。今後とも本校の教育活動へ
の御理解と御協力をいただければ幸いです。
インターンシップの様子

◆
氏
名
…
鈴
木　
幹
久
さ
ん

◆
住
所
…
古
町

◆
職
業
…
自
営
業

◆
趣
味
…
ゴ
ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

町民リレー 280
　

こ
の
た
び
藤
田
中
さ
ん
か

ら
の
紹
介
で
バ
ト
ン
を
頂
き

ま
し
た
、
鈴
木
幹
久
と
申
し

ま
す
。

　

私
は
町
内
で
呉
服
・
衣
料

品
販
売
業
を
営
ん
で
お
り
ま

す
。
高
校
卒
業
後
、
大
学
時

代
を
東
京
で
過
ご
し
、
千
葉

県
の
呉
服
店
で
勤
務
し
た

後
、
棚
倉
に
帰
っ
て
き
て
か

ら
早
い
も
の
で
18
年
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
々
仕
事
を
す
る
中
で
、

様
々
な
方
と
話
し
を
し
て
い

て
思
う
こ
と
は
、
帰
郷
し
た

頃
に
比
べ
て
商
店
街
に
元
気

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
、
売
上
減

少
、
後
継
者
不
足
な
ど
、

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す

が
、
以
前
の
よ
う
に
活
気
の

あ
る
商
店
街
を
取
り
戻
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
中
で
各
々
の
お
店
が

努
力
を
し
て
い
く
こ
と
は
勿

論
で
す
が
、
共
通
の
目
的
を

共
有
し
、
各
店
の
連
携
を

図
っ
て
行
動
を
起
こ
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
は
、
古
町
に
あ
る
お
店

８
店
舗
で
各
店
独
自
の
企
画

の
も
と
「
古
町
通
り
真
ん
中

あ
た
り
」
を
毎
月
第
２
金
曜

日
に
開
催
し
て
お
り
、
今
で

は
広
く
定
着
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
若
手
店
舗

経
営
者
７
人
で
立
ち
上
げ
た

「
奥
州
棚
倉
商
店
」
は
、
各

店
が
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

サ
イ
ト
を
作
成
、
店
舗
間
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
・

販
売
等
、
定
期
的
に
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
売
上
を

上
げ
る
こ
と
で
町
内
外
に
向

け
て
棚
倉
の
商
店
の
Ｐ
Ｒ
に

繋
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
活
力
あ
る
棚

倉
町
商
店
街
を
実
現
す
る
た

め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

次
回
紹
介
者

次
回
紹
介
者

お
名
前　

棚
辺　

直
哉
さ
ん

住　

所　

南
町両親の名 出生児 住　所

藤田　憲弥・友　美 峻　旗（としき）城　跡

松本　　章・美　和 彩　永（さ　な）上　台

須藤　貴郁・沙弥香 寧々花（ねねか）逆　川

須藤　佑一・ゆきの 萌　衣（め　い）逆　川

小林　宏紀・奈　月 柚　葵（ゆずき）下山本

おめでたおめでた（11月中の届け出）

みんなのひろば

人の動き　令和５年12月１日現在

人口　13,040人（－32人）　世帯数　5,107世帯（－7世帯）　男性 6,446人（－16人）　女性 6,594人（－16人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
藤田　良助 82 新　町 金澤　悦子 80 仁公儀
早見　友夫 73 新　町 薄井　美智 96 堤
江原　靖男 96 宮　下 深谷　政夫 73 逆　川
木　節子 76 中　居 須藤　長治 89 小菅生
瀨木　稲子 100 北　町 稲川　文子 67 小菅生
近藤　正子 87 丸　内 原　　賢二 70 富　岡
古市　　武 82 丸　内 會澤チヨノ 87 寺　山
木　キン 96 舘ケ丘 星　　幸衛 88 寺　山
渡 　文雄 88 舘ケ丘 陣野　政美 78 下山本
金澤　ヨネ 87 舘ケ丘 小濵千年世 84 下山本
田　文子 74 舘ケ丘 木　辰子 95 下山本

矢吹　京子 71 関　口 金澤　盛榮 86 北山本
青柳　愼一 86 関　口 原　　清治 86 上手沢
米倉　郁朗 80 関　口 藤田　幸記 83 上手沢

おくやみ（11月中の届け出）

　編集後記
　新年あけましておめでとうございます。昨年は取材や撮影にご協力いただきまして、誠にありがとうございまし
た。今年は辰年です。辰のように力強く昇っていける年になるように、精一杯頑張りたいと思いますので、今年も
どうぞよろしくお願いいたします。� （佐藤）

古市トモ子 さん
（丸　内）

昭和10年12月1日生

佐藤キミ子 さん
（金沢内）

昭和10年12月15日生

中川西ミツエ さん
（仁公儀）

昭和10年12月16日生

佐藤　介夫 さん
（中山本）

昭和10年12月20日生

緑川　貞子 さん
（舘ケ丘）

昭和10年12月21日生

修 明 高 校 通 信修 明 高 校 通 信 �-Vol.12-

※�「おめでた」・「おくやみ」について、掲載を希望さ
れない場合は、地域創生課  企画調整係（☎33－
2112）までお申し出ください。

棚倉町内でお世話になった企業・事業所の皆さま（敬省略）
　高田産商㈱　谷電機工業㈱福島工場　藤田建設工業㈱　日本精工㈱福島工場　㈱シーズＳＳ
　特別養護老人ホーム寿恵園　棚倉町役場　シューズスポーツまつもと　南商事㈱アローボール
　ルネサンス棚倉　金澤博信税理士事務所　㈱海老屋運送　㈱三森電機 棚倉営業所　棚倉中央歯科医院
　㈱藤建技術設計センター　棚倉町立図書館　ＪＡ東西しらかわ旬彩レストラン山ぼうし
　八溝マテリアル㈱　農業生産法人㈱八幡

谷電機工業㈱福島工場谷電機工業㈱福島工場 日本精工㈱福島工場日本精工㈱福島工場 ㈱シーズＳＳ㈱シーズＳＳ

根岸　辰枝 さん
（宮　下）

昭和10年12月22日生

佐藤キヨ子 さん
（中山本）

昭和10年12月22日生

綿引ヨシイ さん
（宮　下）

昭和10年12月23日生

鎌田　静江 さん
（舘ケ丘）

昭和10年12月24日生
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みどりかわ　あおい ちゃん
毎日ハミガキがんばっ
てます！

しらさか　ひかり くん
お兄ちゃんと一緒に頑
張ってます。

ふじた　きゅうと くん
お兄ちゃん、お姉ちゃ
ん載ったよ！

たかだ　えま ちゃん
毎日仕上げ磨きをして
ピカピカにしています。

いしばし　せな ちゃん
おねえちゃんと歯みがき
がんばってます。

こんどう　あさひ ちゃん	
おねえちゃんとはみが
きがんばってます。

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

むむ しし 歯歯
のの なな いい 子子

12月の健診で撮影させていただいた皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。

広
報

い
い
ね

棚
倉
町
Facebook 編

集
・
発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課
	　
　
    〒963－6192  福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地	

　
U

RL https://w
w
w
.tow

n.tanagura.fukushim
a.jp/

令
和
６
年
１
月
１
日
発
行
　
　
	

　
　
    TEL 0247－

33－
2112　

FAX 0247－
33－

3715	
　

E-m
ail info@

tow
n.tanagura.fukushim

a.jp
こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

～霜月例大祭～～霜月例大祭～

　12月９日・10日、八槻都々古別神社の霜月例大祭が行われました。霜月例大祭では、「御神楽奉奏」とし　12月９日・10日、八槻都々古別神社の霜月例大祭が行われました。霜月例大祭では、「御神楽奉奏」とし
て、「七座の神楽」のて、「七座の神楽」の幣幣

へいへい

舞舞
まいまい

と「太々神楽」のと「太々神楽」の天天
てんちかいびゃくてんちかいびゃく

地開闢地開闢、、釼釼
つるぎまいつるぎまい

舞舞が奉納され、五穀豊穣、家内安全等が祈願されが奉納され、五穀豊穣、家内安全等が祈願され
ました。また、参道や門前の集落の軒先に出店が並び、病をよける縁起物として、名物のゆずやしょうががました。また、参道や門前の集落の軒先に出店が並び、病をよける縁起物として、名物のゆずやしょうがが
販売されました。多くの方が訪れ、賑わいのある２日間となりました。販売されました。多くの方が訪れ、賑わいのある２日間となりました。
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